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はじめに：私たちの問い 

21世紀の世界で必要なコンピテンシー（資質・能力）とは何か？ 
必要な資質能力を育むためには、どのような学習モデルが 
効果的か？ 
その中で育成された能力は、どのように評価できるのか？ 

地域の中で学び、地域を愛し、地域を創生する 
主体的な市民を育てる教育とは？(中等教育）  

一つの地球に共に生きるグローバル人材の育成と
は？ 

社会に開かれた 
教育課程 

課題設定・協働探究 



内容 

１ 

• OECD日本イノベーション教育ネットワー
クの成立の経緯 

２ 
•国際協働プロジェクト学習の取り組み 

３ 

•地方創生イノベーションスクールの成果 
生徒たちの声 教師の声 



 
１ OECD日本イノベーション教育 
ネットワークの成立の経緯 

  1-1  OECD東北スクール 2012-2014 

 1-2 地方創生イノベーションスクール２０３０ 

                                               Ⅰ期  2015-2017 

   （ 地方創生イノベーションスクール２０３０） 

                Ⅱ期 2018-2020 

                   

 

 



 1-1. 出発は、OECD東北スクール  
２０１２－２０１４ ２年半 

２０１２ ８地域１００人 ２０１４ １５万人 

震災・復興にとどまらない、新しい教育の未来を生徒自らが 
考える  人材育成  
東北地方の経済活性化に必要な持久力を養うための教育 
イノベーション 
長期、国際協働、地方創成のプロジェクト学習 



1-2 地方創生イノベーションスクール２０３０ Ⅰ期 全国へ 
国際協働“プロジェクト学習”による人材育成モデル 

新しい地域・国・世界を創るイノベーター 目指す人材像 

  

イノベーションを創造する力 
世界・国・地域の課題を解決する力 

カリキュラム 

OECD諸国共有の課題と地域の将来（2030年）を考える 

Go Global 
グローバル 
社会を考える  

Think Green 
環境を考える  

Skills Change 
スキルが変革す
る社会を考える 

プロジェクト学習 
テーマ 

  

Ｅ２０３０と協働し資質能力を検討 

自らの地域から クラス
ター 



６クラスター体制でのPBL活動 



 

２－１ 各クラスターの実践とそこから提案され
た探究のためのデザイン原則  

 

２－２ 生徒イノベーション国際フォーラムと 

生徒共同宣言 

 
２ 国際協働プロジェクト学習 

の取り組み 
  



 
生徒 ＜広島クラスターエリアD＞ 

 地域で頑張る人を「カッテデミー賞」（勝手＆アカ
デミー）と称して表彰・取材し，その内容をフリー
ペーパーやＳNSを通して，発信 
 



和歌山クラスター 
御坊－日高地域フェ
ア(御博) 生徒自身が
企画計画 10 



 
福井クラスター地域に開かれた探究 



 生徒イノベーション国際フォーラム  
生徒共同宣言 ２０１７ ８月 



９か国４００名が学校や国を越えて交
流し２０３０年の未来を対話し考える 



 教師 中等教育段階ＰＢＬ学習の指導の知恵の開発共有 
(６クラスターからでサイン原則の提案、２０１８） 

課題の発見・
設定 

協働解決、さら
なる挑戦へ 



隠岐・エストニアクラスター 

環境設定 
１ 安心安全な場を作る 信頼関係、 
２ 喝を入れる、任せる、作業、モチベーション 
３ 教員の役割分担 伴走教師と補給教師 



福井クラスター 臼井高校 
プロジェクト学習スタートアップの原則 

 

＜原則１＞既存の枠組みを利用する 

＜原則２＞教師を多く巻き込むことを意識する 

＜原則３＞開発に集中できる環境を作る 

＜原則４＞持続可能な取組を考える 

＜原則５＞外部の人的資源を利用する 

＜原則６＞アウトブットの機会を増やす 



OECD E2030 IWG生徒会議への参加 

ＩOECD IWGに参加した、和歌山とトルコの生徒と教員 

ＩＷＧ生徒会議(２０１７ポルトガル、２０１８パリ）へ
の参加 



第Ⅱ期 Co Agencyを育む国際協働探究 
ネットワークの構築 

 多様なネットワーク 

 

生徒、教師、大学生、研
究者、地域、専門家等、
学校を越えて始まる国際
ネットワーク 

社会に開かれた 

教育課程へ 

深い参画のネットワー
クへ 

 

教師 

 
保護者 
市民 

 

地域、
パート
ナー 

生徒 
同士 
大学生 



３ 地方創成イノベーションスクール
の成果 

自己評価 
＆ 

ピアレビュー 



東北クラスター  
２倍以上評定が伸びた資質項目 

2018/2/24 

リーダーシップ・
フォロアーシップ 

コミュニケーション 

企画力・実行力 

語学力 

イノベーション 



第２期２０１８－２０２０）での７つの挑戦 

５ 国際交流から
国際協働へ 

３ Ｃo-Ａｇｅｎｃｙ
ネットワークの 

拡張 

４ ＰＢＬの指導
の知恵の共有 

２ 資質としての 

創造性の育成 
と評価 

６ 評価法の 
開発 

７ デジタル 
プラットフォーム

の展開 

１ 生徒宣言からのスタート 

２０３０年を見通して 



   
まとめにかえて 
生徒自身が語るISNの学び 
  
佐藤 勇樹：福島大学行政政策学類 1年 

（ISN東北クラスター（ふたば未来学園高等学
校）出身） 

大樫 もも：国際基督教大学教養学部1年（ISN和
歌山クラスター（田辺高等学校）出身） 

 

2018/2/24 
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